
 

 

西脇東中学校区・黒田庄中学校区 

統 合 懇 談 会 通 信 

発 行 日 

令和６年８月２０日 

統合懇談会  事務局 
市教委学校適正推進課 

第７回統合懇談会を開催しました 
統合懇談会では、西脇東中学校区、黒田庄中学校区の統合に向けて、両校区

の保護者等３３人の委員で意見交換等を行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

最終回となる８月１０日の第７回統

合懇談会は、「地域意向調査（案）」

や「活用校舎を決定する際の考え方」

等について事務局から説明したほか、

前回の続きとして、フリーディスカッショ

ンを行った後に、両校の学校敷地内と

敷地外の良い点について、それぞれ順

位付けを行いました。 

８月下旬以降、右の図のように、調査対
象者へ、地域意向調査票を郵送します。 
保護者や地域の方が、より良い教育環

境の確保という観点から、大事にする考え
や統合校へ期待することを明確にするた
めに実施し、調査票の設問は、懇談会で
の意見交換結果や各回アンケートに記載
のあった項目を参考に作成しました。 
また、両学校区の保護者や地域の方が

同じ目線で回答できるよう資料を同封し
ています。この結果は９月下旬頃に公表さ
れる予定です。 
 

意見交換１・・・フリーディスカッション 

地域意向調査について（案） 

郵送される地域意向調査票 

（委員の意見） 

・丁寧な説明が大切であり、それが統合を 

成功させるのではないか。 

・住民の方がアンケートに回答するに当た

り、十分に内容を理解されているのか。 

※事務局の説明 

地域意向調査には資料編・Q&A 編とい

った説明資料を同封するほか、これまでの

内容については、統合懇談会の取組等を

まとめた資料を両地区に全戸配布するとと

もに、市ホームページに資料だけでなく、説

明の動画を公開するなど広く周知を行って

いきます。 

 

（委員の意見） 

・合理的に納得できる判断基準にしてほしい。 

・判断基準を事前に明示してほしい。 

※事務局の説明 

 教育委員会の場において、両校を同じ視点で評価・検討

し、総合的な判断により決定いただきます。基準を事前に

示すべきとのご意見ですが、教育委員会は合議制で議論

を進めていく場ですので、評価の基準や評価ウエイトなど

もその対象になることが想定されます。そのため、事前提

示は困難であると考えています。 

教育委員会は市民の方々に、活用施設を決定する判断

要因も含めて、透明性が確保できるように議論を行いま

す。 

テーマ：地域意向調査前の説明会について 

※調査対象に偏りが生じない無作為抽出は、同様な調査でよく
使われる手法です。また、全世帯ではなく 1,000 世帯の配布

で意向を統計的に十分把握できることを確認しています。 

テーマ：判断基準について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

意見交換 2・・・両校における学校敷地内・敷地外要素を順位付け 

■これまでの取組みや各回の懇談会での会議資料、懇談会通信などは、市ホームページに
掲載しています。また、広報にしわきにも開催の概要を掲載しています。 

【担当】 西脇市教育委員会 学校適正推進課 

        〒677-8511 西脇市下戸田 128-1 電話 0795-22-3111   

gakushuu-kankyou@city.nishiwaki.lg.jp    「ホームページ」☞ 

（委員の意見） 

・生徒の人数が減少することもあり、３校で統合を早めにできないのか。 

・２拠点化と３拠点化の必要性をはっきりと明示してほしい。 

・住民や保護者から２拠点化の前倒しの意見が出ているが、なぜしないのか。 

※事務局の説明 

①すでに全学年１学級となっていたり、間もなく、１学級となるなど西脇東中と黒田庄中では小規模化が

進行しており、市内で教育環境の均等を図ることが難しい状況が懸念されます。 

②市内の年少人口の減少が著しく、生徒数の推移等の予測が困難な状況であり、２拠点化する場合の学

校規模等を見通すためには、あと数年は推移を確認していく必要があります。 

③新校舎を建てる場合、統合中学校の位置決定、用地選定、設計・工事等には、準備期間を含め長期間

を要すことや、用地確保や財源確保など流動的な要素が大きいことが挙げられます。 

➔ ①～③の理由から、まずは西脇東中と黒田庄中を統合し、現状の問題解決を図ることを優先します。 

テーマ：統合の必要性について 

 
西脇東中学校 

 

１位 校舎や教室などが明るい 

・自然光が入り、照明の明るさ以上のものがある 

・子ども達も前向きに明るくなるのではないか 

２位 体育館が新しくてきれい 

３位 教室外の廊下にスペースがある 

 

１位 地域の見守り活動 

・地域の方の見守り活動が熱心で手厚く安全 

・子どもの安全面が大切 

２位 地元企業が多い 

３位 城山公園が近い 

 
敷地内要素 

黒田庄中学校 

敷地外要素 

 

１位 校舎、体育館が広い 

・心にゆとりが持てる 

・スペースがあると多目的に利用できる 

２位 トイレがきれい 

３位 グラウンドが広い 

敷地内要素 

 

１位 通学路の安全 

・通学路が整備されていて安心安全 

・通学路の安全が一番 

２位 JR の駅が近い 

２位 地域の見守り活動 

敷地外要素 

 第４回～第６回にかけて、学校敷地内・敷地外要素の観点から、子どもの教育環

境にとって良い点や課題点（改善点）について意見交換を重ね、重要要因の整理

を行ってきました。今回はより明確化するため、良い点について１位～３位までの順

位付けをしました。明確化された資料を最終的な成果物として、教育委員会へ報

告します。 

事務局からのお知らせ 

 統合懇談会通信は各回に発行していましたが、第１回～第７回統合懇談会の
内容について、まとめた資料を追加で発行しますので、併せてご覧ください 
 


